
粘土鉱物のＸ線回折法による簡易同定法

25-30Å
●イライト／スメクタイト混合層鉱物
●緑泥石／スメクタイト混合層鉱物
　エチレングリール処理後のピーク変化で判定

詳しくは、下記文献を参照のこと。
●白水晴雄(1988) 粘土鉱物学、朝倉書店
●藤談話会(2000) 粘土科学への招待、三共出版

12-13Å

エチレングリ
コール処理

17Å
500℃ 1h 加熱

10Å ●スメクタイト

エチレングリ
コール処理

11-14Å
2ピーク
に分離 ●イライト／スメクタイト混合層鉱物

　混合層構造の判定は渡辺の図を使用

500℃ 1h 加熱
10Å

エチレングリ
コール処理

10Å 11Å

変化なし

●ハロイサイト(10Å)
300℃ 1h 加熱

7Å

●イライト
300℃ 1h 加熱

変化なし

9.3Å

エチレングリ
コール処理

変化なし
300℃ 1h 加熱

変化なし
●パイロフィライト

7Å

エチレングリ
コール処理

変化なし
300℃ 1h 加熱

変化なし
●カオリナイト
●ハロイサイト(7Å)
　XRDのピーク全体及びTEM観察で判定

●サーペンティン

d(060)=1.49-1.50Å....2八面体型

d(060)=1.53-1.54Å....3八面体型 ●タルク

d(060)=1.49-1.50Å....2八面体型

d(060)=1.53-1.54Å....3八面体型

d(060)=1.49-1.50Å....2八面体型　●モンモリロナイト、バイデライト

d(060)=1.53-1.54Å....3八面体型　●サポナイト、ノントロナイト、他

Kawano (2002.11.14)

注) d(060)の測定ができない場合には塩酸処理（1N HClで30分煮沸）後、
　　XRD分析を行う。3八面体型は溶解消失するが2八面体型は溶解しない。

14-15Å

エチレングリ
コール処理

17Å ●スメクタイト
　イライト／スメクタイト混合層鉱物の可能性もある。渡辺の図等で判定

変化なし
500℃ 1h 加熱

500℃ 1h 加熱
10Å

12-13Å ●スメクイトAl複合体

10Å ●バーミキュライト

変化なし

15-16Å ●緑泥石／スメクタイト混合層鉱物
500℃ 1h 加熱

12-14Å

d(060)=1.49-1.50Å....2八面体型　●モンモリロナイト、バイデライト

d(060)=1.53-1.54Å....3八面体型　●サポナイト、ノントロナイト、他

K-飽和 
10Å ●バーミキュライト

変化なし ●緑泥石

d(060)=1.49-1.50Å....2八面体型

d(060)=1.53-1.54Å....3八面体型

d(060)=1.49-1.50Å....2八面体型

d(060)=1.53-1.54Å....3八面体型

d(060)=1.49-1.50Å....2八面体型

d(060)=1.53-1.54Å....3八面体型

d(060)=1.49-1.50Å....2八面体型

d(060)=1.53-1.54Å....3八面体型


